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◆入試日程

区　　　分 募集人数 出願期間 試験日 試験会場 合格発表日

学校推薦型選抜（公募制） 約20名※1

11/2 ～ 11/13
［消印有効］ 11/28 本　学 12/10学校推薦型選抜

（愛知県地域特別枠A方式） 約5名※2

国際バカロレア選抜 若干名

一般選抜 約65名 12/7 ～ 1/7
［消印有効］

第１次試験
1/19

名古屋，東京
大阪，福岡 1/25

第２次試験
1/28・29

（いずれか希望する日）
本　学 2/4

大学入試共通テスト
利用選抜

前期 約15名 12/7 ～ 1/15
［消印有効］

第１次試験
1/16・17

大学入学共通テスト試験日
大学入学共通テスト

試験会場 2/10

第２次試験
2/16 本　学 2/22

後期 約5名 12/7 ～ 2/22
［消印有効］

第１次試験
1/16・17

大学入学共通テスト試験日
大学入学共通テスト

試験会場 3/1

第２次試験
3/5 本　学 3/11

大学入学共通テスト利用選抜
（愛知県地域特別枠B方式） 約5名※2 2/12 ～ 2/22

［消印有効］

第１次試験
1/16・17

大学入学共通テスト試験日
大学入学共通テスト

試験会場 3/1

第２次試験
3/5 本　学 3/11

※１　国際バカロレア選抜若干名を含む。
※２　愛知県地域特別枠はA方式・B方式合わせて10名を選抜。

◆入試科目・配点・時間

区　　　分 出題教科 選考方法及び出題科目 配　点 時　間

学校推薦型選抜（公募制）

（愛知県地域特別枠A方式）

小論文 5段階評価 60分

基礎学力試験
（数学）

『数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（数列・　ベクトル）』
※1 100点 60分

基礎学力試験
（外国語）

『コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・
　コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ』 100点 60分

面接（個人面接） 5段階評価 ─

国際バカロレア選抜 書類選考・適性検査・面接（個人面接）

一般選抜

第１次試験

理　科
『物理基礎・物理（「原子」を除く。）』，『化学基礎・化学
（「合成高分子化合物」を除く。）』，『生物基礎・生物（「生
態と環境」を除く。）』の３科目のうち２科目選択※2

200点
（各100点） 100分

数　学 『数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ（数列・
　ベクトル）』 150点 80分

外国語 『コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・
　コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ』 150点 80分

第２次試験
小論文 5段階評価 60分

面接（個人面接） 5段階評価 ─

大学入学
共通テスト
利用選抜
（前期）

第１次試験
（大学入学共通テスト）

国　語 『国語』（近代以降の文章のみ利用） 100点

大学入学
共通テスト

実施日程どおり

数　学 『数学Ⅰ・数学Ａ』，『数学Ⅱ・数学Ｂ』 200点
（各100点）

理　科 『物理』，『化学』，『生物』の3科目のうち
2科目を選択

200点
（各100点）

外国語 『英語（リーディング・リスニング）』※3 200点

第２次試験 面接（個人面接） 5段階評価 ─

大学入学
共通テスト
利用選抜
（後期）

第１次試験
（大学入学共通テスト）

国　語 『国語』（近代以降の文章、古典［古文・漢文］） 200点

大学入学
共通テスト

実施日程どおり

数　学 『数学Ⅰ・数学A』・『数学Ⅱ・数学B』 200点
（各100点）

理　科 「物理」「化学」「生物」の3科目のうち1科目選択
　※但し2科目受験した場合は高得点の1科目を利用 100点

地歴公民 「全科目」のうち1科目選択
　※但し2科目受験した場合は高得点の1科目を利用 100点

外国語 『英語（リーディング・リスニング）』※3 200点

第２次試験 面接（個人面接） 5段階評価 ─

大学入学共通テスト利用選抜
（愛知県地域特別枠B方式） 試験内容は大学入学共通テスト利用選抜（前期）と同様

※１　�新型コロナウイルス感染症の影響に伴う，学業の遅れに配慮する観点から，特例措置として，数学の出題範囲から「数学Ⅲ」を除きます。
※２　�新型コロナウイルス感染症の影響に伴う，学業の遅れに配慮する観点から，特例措置として，理科（物理・化学・生物）の出題範囲を配慮します（下線部）。
※３　「英語」はリーディング100点を160点に，リスニング100点を40点に換算します。

令和3年度医学部医学科学生募集概要
　医学部医学科の入試日程等は次のとおりです。



－　3　－

◆入試日程

区　　　分 募集人数 出願期間 試験日 試験会場 合格発表日

学校推薦型選抜
指定校制 約15名

10/19～10/30
［消印有効］ 11/14

本　学
11/25公募制 約15名

社会人等特別選抜 5名

一般選抜 50名 12/21 ～ 1/12
［消印有効］ 1/24 2/3

大学入学
共通テスト
利用選抜

Ａ方式 10名
12/21 ～ 1/15
［消印有効］

1/16・17
大学入学共通テスト試験日

大学入学共通テスト
受験会場 2/17

Ｂ方式 5名

◆入試科目・配点・時間

区　　　分 出題教科 選考方法及び出題科目 配　点 時　間

学校推薦型選抜

指定校制 面接 ─ ─

公募制

国語 『国語総合（古文・漢文を除く。）・現代文Ｂ』 100点 45分

数学 『数学Ⅰ・数学Ａ』※1 100点 45分

外国語 『コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・
　英語表現Ⅰ』 100点 45分

面接 ─ ─

社会人等特別選抜
小論文 ─ 60分

面接 ─ ─

一般選抜

国語・数学 『国語総合（古文・漢文を除く。）・現代文Ｂ』，
『数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ』から1科目を選択※1※2 100点 60分

理　科 『物理基礎』，『化学基礎』，『生物基礎』から1科目を選択 70点 45分

外国語 『コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・
　英語表現Ⅰ』 100点 60分

大学入学
共通テスト
利用選抜

Ａ方式

国語・数学 『国語（近代以降の文章）』，
『数学Ⅰ・数学Ａ』，『数学Ⅱ・数学Ｂ』から1科目を選択 100点

大学入学
共通テスト

実施日程どおり

理　科
①『物理基礎』，『化学基礎』，『生物基礎』，『地学基礎』
②『物理』，『化学』，『生物』，『地学』
①から2科目または②から1科目を選択

100点

外国語 『英語（リーディング・リスニング）』※3 100点

Ｂ方式

国　語 『国語（近代以降の文章）』 100点

数　学 『数学Ⅰ・数学Ａ』，『数学Ⅱ・数学Ｂ』
から1科目を選択 100点

地理歴史・
公民

『世界史Ｂ』，『日本史Ｂ』，『地理Ｂ』，『現代社会』，
『倫理』，『政治・経済』，『倫理，政治・経済』
から1科目を選択

100点

理　科
①『物理基礎』，『化学基礎』，『生物基礎』，『地学基礎』
②『物理』，『化学』，『生物』，『地学』
①から2科目または②から1科目を選択

100点

外国語 『英語（リーディング・リスニング）』※3 100点

※１　数学Ａの出題範囲は「場合の数と確率」及び「図形の性質」とする。
※２　数学Ⅱの「微分・積分の考え」は出題範囲から除く。
※３　外国語の配点は200点を100点に換算する。

令和3年度看護学部看護学科学生募集概要
　看護学部看護学科の入試日程等は次のとおりです。
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１　募集人員
・基礎医学系　　13名
・臨床医学系　　17名

２　入試日程
【第１次募集】
出願期間：令和２年８月４日（火）から
　　　　　令和２年８月18日（火）まで（必着）
試 験 日：令和２年10月２日（金）
試 験 場：大学本館
合格発表：令和２年10月28日（水）

【第２次募集】
注：第１次募集により定員に満たない場合のみ実施
出願期間：令和２年12月１日（火）から
　　　　　令和２年12月15日（火）まで（必着）
試 験 日：令和３年２月５日（金）
試 験 場：大学本館
合格発表：令和３年２月24日（水）

３　試験項目・時間

試験項目 時　間
外国語（英語）
〔辞書使用可，電子辞書不可〕
※外国人志願者の外国語試験は，英語
一か国語のみによる試験又は英語及び
日本語の二か国語による試験のいずれ
かを選択する。

10：00　　
～ 12：00

面接試問
（志望する専攻分野に関連する専門試
験を含む。）

13：00 ～

１　募集人員
15名

２　教育研究分野

教育研究分野 専攻領域 コース
基礎看護学 看護管理学

修士論文

母子看護学 母性看護学
成人・老年看護学 慢性看護学

精神・在宅・地域
看護学

精神看護学
在宅看護学
地域看護学

高度実践看護学
感染看護学 高度実践看護師

（専門看護師［CNS］）

臨床実践看護学 高度実践看護師
（診療看護師［NP］）

３　入試日程
【第１次募集】
出願期間：令和２年８月７日（金）から
　　　　　令和２年８月21日（金）まで（消印有効）
試 験 日：令和２年９月２日（水）
試 験 場：看護学部棟内講義室
合格発表：令和２年９月９日（水）

【第２次募集】
注：第１次募集により定員に満たない場合のみ実施
出願期間：令和３年１月５日（火）から
　　　　　令和３年１月18日（月）まで（消印有効）
試 験 日：令和３年２月４日（木）
試 験 場：看護学部棟内講義室
合格発表：令和３年２月10日（水）

４　試験科目・時間
試験時間 試験科目等

９：00～10：30 小 論 文
10：45～12：15 専門科目（※）
13：15～　　　 面　　　　接

※　専門科目の出題について
　１　修士論文コース：志願する専攻領域
　２　高度実践看護師（専門看護師［CNS］）コース：CNS関連分野
　３　��高度実践看護師（診療看護師［NP］）コース：関連領域の病

態生理学

令和3年度大学院医学研究科（博士課程）学生募集概要
　大学院医学研究科（博士課程）の入試日程等は次のとおりです。

　大学院看護学研究科（修士課程）の入試日程等は次のとおりです。

令和3年度大学院看護学研究科（修士課程）学生募集概要
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■概要

　令和元年５月１日，浩宮徳仁親王が即位（第126

代天皇）され，新元号「令和」となりました。鮮明

に残る出来事として，日本で初めて開催されたラグ

ビーワールドカップにおいて，日本代表は強豪アイ

ルランドに逆転勝利するなど４連勝で１次リーグを

突破，初の８強に進出し，日本列島を熱狂させまし

た。スローガンの「ONE�TEAM」は令和元年の新語・

流行語大賞にも選ばれました。経済においては，消

費税率が10月１日に８％から10％へと引き上げら

れ，同時に，低所得者の負担を和らげるため酒類を

除く飲食料品などの税率を８％に据え置く「軽減税

率制度」も導入されました。そして，11月に中華人

民共和国湖北省武漢市で最初の症例が確認された新

型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，世界中

に感染が拡がり，大きな影響をもたらしています。

　「令和」新時代に相応しく，本学の事業活動収支

差額は，黒字決算となりました。これは，文部科学

省が新しく示した指標である経常収支差額において

も同様に，黒字となりました。本学のこれまでの収

支状況は，新病院建設を柱としたキャンパス再整備，

最高水準の医療機器等整備及び電子カルテシステム

導入等の投資を一気に行った結果，①減価償却額が

開院直後はどうしても多額となり，また，②旧病院

棟の取り壊しに伴う，解体工事費及び資産処分も会

計ルール上医療経費にカウントされることで，会計

上の支出額が膨らんだこと，③キャンパス再整備に

伴う消耗品，修繕費等の消費的経費が避けられな

かったことがあり，④一方で，整備に伴って寄付金

収入があり，助かった面はありましたが，経常収支

差額としては，マイナスの結果となっていました。

しかしながら，平成28年度以降毎年，約６億円，約

９億円ずつ改善し，平成30年度からは実に約12億円

の改善となり，令和元年度には，プラス約４億円を

計上することができました。本学の収入の大宗を占

める医療収入が，前年度対比12か月連続プラス計上，

過去最高の約375億円を計上できたことが，消費増

税等の逆風を乗り越え，この成果に結実したことは

言うまでもありません。病院長を始めとした全教職

員に改めて感謝する次第です。

　ある意味，本当のスタート地点に立った本学は，

ラグビー日本代表同様，知的なゲームプランを最大

限に活かし，素早い規律のあるプレーの継続によっ

て更なる発展を目指さなければなりません。これか

らの経営改善について，テンタティブな中期計画か

ら実行性のある新中期計画及び新財政計画として策

定，部署ごとに，重点施策，アクションプラン，数

値目標等を落とし込んでいくことが必須となりま

す。本当の勝負はこれからです。

■前年度との比較（主な増減）

（1）事業活動収支計算書

収入･･･��事業活動収入は466億円で，前年対比30億

7,000万円の増収となりました。寄付金収

入が４億3,500万円増加したこと，医療収

入は診療単価及び患者数の増加などによ

り28億1,600万円の増収となっています。

支出･･･��事業活動支出は462億円で，前年対比18億

1,900万円の増加となりました。主な内訳

としては，人件費が２億8,100万円の増加，

教育研究経費が15億200万円の増加，管理

経費が7,100万円の増加です。

　令和２年５月25日（月）に開催された理事会及び評議員会において，令和元年度決算が承認されましたので，

その概要をお知らせします。

令和元年度愛知医科大学決算
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（2）資金収支計算書

　資金収入の部合計は，527億円で前年対比39億

9,000万円の増加となっていますが，調整勘定等

を除く実質的な収入は約30億700万円の増収，同

様に実質的な資金支出の部合計は，29億8,200万

円の増加となりました。

（3）貸借対照表

　資産総額は前年比18億円（2.9％）減少の603億

円となりました。また，純資産額は前年比４億円

（1.4％）増加の290億円となりました。

■最後に

　令和元年度は，７年ぶりとなる４億円の経常収支

黒字を達成し，正しく「黒字元年」となりました。

これを土台として令和の時代に一層の飛躍を目指そ

うとした所でありますが，時あたかも，新型コロナ

ウイルスの感染が拡大し，生命の維持という根源的

な問題に止まらず，政治経済・金融証券・原油市場

等の動揺は世界規模となっており，新型コロナ

ショック対策として各国政府の採った渡航の制限や

学校の閉鎖は，世界景気の悪化懸念に結び付き，日

本においても非常事態宣言の発令前から民間企業

は，時差出勤，在宅勤務，出張や会合を取りやめ

Webにする等，リモート化に動いています。結果

として医療崩壊は免れているものの，経済や社会活

動が停滞し，相当のダメージを被る情勢です。

　新型コロナウイルスの正体は未だ掴みきれず，ワ

クチンの開発は進んできているものの，未だ実用化

には至っておらず，的確な予防方法も治療薬も開発

されていない現状です。そうした中にあっても，学

生，教職員を始めとして全ての愛知医科大学関係者

がこの困難を乗り越え，大学病院としての使命を全

うしていかねばなりません。それには，患者さんや

関連する病院等の期待に応え，地域，社会に貢献で

きる経営に力を尽くすことが必要になるところで

す。職員一人ひとりが教育，診療，研究の実践を通

じて社会の信頼を得て尊重される人間に成長する，

本学職員の一致団結，オール愛知医科大学となると

き，それは「今」だと確信するものです。

　なお，詳細についてはホームページをご覧ください。

https://www.aichi-med-u.ac.jp/su01/su0105/index.

html

事�業�活�動�収�支�計�算�書
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで



－　7　－

資�金�収�支�計�算�書
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで

貸　借　対　照　表
令和２年３月31日現在
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〇新型コロナウイルス対策委員会の発足
〇愛知医科大学活動基準の制定・ホームページ公開
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に努めるた
め，新型コロナウイルス対策委員会を発足し，教職
員及び学生が自律的に行動する上で参考となる基準
を策定しました。①教育（講義・演習・実習など），
②研究活動，③学生の入構制限，④課外活動，⑤教
職員，⑥会議・セミナー，⑦出張・旅行の活動に関
して５段階のレベルを設け，委員会において定期的
にレベルの見直しを行い，ホームページ内での周知
を実施しています。

〇Web講義の実施

〇学生への支援
（1）全学部生一律５万円支給
　４月から遠隔授業を実施していることに伴い，パ
ソコン・周辺機器の購入，インターネット環境など
の整備や消耗品などの経費について支援することを
目的とした「遠隔授業環境整備支援金」として，約
1,100名の学部学生全員に一人当たり５万円を支給
しました。

（2）パソコン無償貸与
　看護学部の学生支援として，遠隔授業の環境整備
が整わない学生を対象に，リユースのノートパソコ
ンの貸し出しを実施しました。

（3）授業料の減免
　令和２年４月30日（木）に国会で成立した補正予
算の「家計が急変した家庭の学生に対する支援」を
受け，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により
学資負担者の収入が激減し，家計が急変した学生を
対象に，授業料の一部（30万円）を免除します。

（4）学生の健康管理
　eラーニングシステム（AIDLE-K）を利用した「体
調管理確認シート」を用いて，学生の健康状態を把
握しています。

大学での取り組み

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応

新型コロナウイルス対策委員会

事務部門によるWeb講義管理Web講義（分散登校時の様子）
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〇職員の時差出勤，在宅勤務
　感染拡大を防止するためには，職員一人ひとりが
日頃から感染防止に心がけ，行動するだけでなく，
就業中においても様々な工夫により感染防止に努め
ることが重要となります。
　その感染防止策の一つとして，混雑した公共交通
機関等を利用して通勤する者の感染リスクを軽減

し，持続的な業務運営に資するための措置として�
令和２年４月９日（木）から当面の間「時差出勤」
を実施することを可能としました。また，事業者に
対しても三つの密を避ける行動を徹底することが要
請され，業務運営に支障が生じない範囲において，
令和２年４月13日（月）から当面の間「在宅勤務」
を実施可能としました。

〇新型コロナウイルス関連連絡本部の設置
　令和２年４月27日（月）に新型コロナウイルス関
連連絡本部を設置しました。院内外の情報収集，今
後の新型コロナウイルス対策の立案及び実施を目的
とし，救急診療部の加納秀記教授を筆頭に本部を運
営しています。
　待合室における３密を避ける運営，病院職員の活
動基準策定など，様々な感染拡大防止対策を実施し

ています。また，HCU病棟やEICU病棟におけるベッ
ドコントロールについても本部にて協議し，人工透
析など特別な治療が必要な新型コロナウイルス陽性
の患者さんが来院した際の診療体制についても対応
を行っています。
　今後も通常診療のみでなく，新型コロナウイルス
に対する医療体制を整備し，地域医療へ貢献します。

〇病院正面玄関における発熱スクリーニング及びトリアージテントでの問診等
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策と
して，令和２年５月７日（木）から全来院者に対し
て，次のような対策を実施しています。
１　病院への入り口を正面玄関の一か所に制限
２　�正面玄関でのサーモグラフィカメラを用いた発
熱スクリーニング及び発熱以外の症状等の確認

３　トリアージテントでの医師・看護師による対応
　発熱やその他の症状等がある来院者を正面玄関か

らトリアージテントに誘導します。トリアージテン
トでは，看護師による問診や医師の判断によって病
院へ入館できるかどうかを決定しています。また，
９月中旬から全入院患者にPCR検査の実施を予定し
ています。
　ご来院の方には，大変ご不便をお掛けしておりま
すが，感染拡大防止のため，ご理解とご協力をお願
い致します。

正面玄関での発熱スクリーニング 正面玄関での手指消毒 トリアージテント

病院での取り組み
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　大学病院を有する本学へのご協力として，本学近
隣企業さまや関連企業さま等から，医療材料及び飲
食料等のご寄付について多数のお申し出を賜りまし
た。ご寄付を頂いた皆さまからのご厚意に深く感謝
申し上げるとともに，前号に引き続き，掲載の許諾
を頂いた企業さまの一部をご紹介させて頂きます。
（受領期間：令和２年７月１日～９月15日）

大学・病院へのご寄付に感謝申し上げます

贈呈の模様（※１）

受領日 寄付者（業者名等） 物　品 数　量

７月１日，８月５日 株式会社アートプロ
マスク 700枚
アイガード 900枚

７月６日，９月２日，
４日，７日，10日，
14日

BENKEI
食品（菓子パン，食パン，
惣菜パン）

290個

８月６日 キョーイクホールディングス株式会社※１ サージカルマスク 5,000枚
８月12日 株式会社リード企画（レストランオレンジ） 飲料（水，コーヒー，果汁） 180本

９月２日 株式会社エアウィーヴ
マットレス 2枚
段ボールベット 10個

【理事】

辞　　任　　宮良　肇（令和２年５月31日付）

退　　任　　佐藤啓二（令和２年３月31日付）

就　　任　　磯部和男（任期：令和２年６月１日～令和４年１月27日）

【監事】

再　　任　　林　清博（任期：令和２年５月30日～令和５年５月29日）

【評議員】

辞　　任　　黒野俊介，宮良　肇（令和２年５月31日付）

退　　任　　佐藤啓二，夛喜田惠子，山口悦郎（令和２年３月31日付）

就　　任　　��高橋佳子（任期：令和２年４月１日～令和４年１月27日），� �

天野哲也，伊藤恭彦，松下　尋，山口　力（任期：令和２年６月１日～令和４年１月27日）

役員・評議員の異動
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　令和２年６月５日（金）に
総合医学研究機構動物実験部
門の藤井三郎主任がご逝去さ
れました。享年56歳でした。
　藤井主任は，昭和57年４月
に本学の実験動物技術補助員

に就職されて，その後，実験動物技術員を経て主
任を務められました。昭和58年に附属動物実験施
設が本学に設置されましたので，動物実験施設の
歩みとともに，実験動物を利用する医学部の研究
教育活動の支援業務を，38年間一筋に貫いて担当
されたことになります。医学の発展に欠かせない
動物実験の飼養・技術支援に長きにわたって大き
く貢献されました。
　学内外を問わず藤井主任の周囲には動物関係の
仕事に携わる古くからのご友人が多く，そこに幅
広い交友関係を垣間見ると同時に，きっと若い頃
から動物に強い関心があったものと窺い知ること
ができます。若い頃から学んで身につけた動物科

学の知識と飼養技術を最大に活かして，本学の動
物実験施設の草創期から主役級にご活躍されてい
たものと，当時を知らない者であっても容易に想
像できます。藤井主任が務められたこの間，動物
実験や動物福祉に関連する考え方や取り組みは大
きく変化して，自主管理の徹底と動物実験の適正
化が強く求められるようになりました。藤井主任
は施設管理に関わる者として，その変化に的確に
且つ柔軟に対応して取り組まれました。ときに妥
協を許さない頑固な姿勢は，施設利用者や後進の
技術職員に信頼感として伝わりました。
　病が判明したとき，「必ず復帰する。」との力強
い宣言を誰もが信じて疑いませんでした。まだま
だご活躍が期待されていただけに，早すぎるご逝
去は残念でなりません。
　藤井主任のこれまでの多大な貢献に心より感謝
するとともに，基礎医学研究の発展に努力するこ
とを誓い，ここに哀悼の意を表し，謹んでご冥福
をお祈り申し上げます。

　令和２年６月14日（日）に

椙江勇名誉教授（生理学第１
講座）がご逝去されました。
享年89歳でした。
　椙江先生は，昭和32年３月
に名古屋市立大学医学部を卒

業され，昭和47年４月に愛知医科大学生理学第１
講座の助教授として着任後，昭和49年７月に教授
へ昇任されました。昭和55年４月以降は，本学大
学院担当教員（兼務）として大学院の創設に尽力
し，その運営にも貢献されました。また，教務部
次長，教務部長，学生部次長，学生部長として学
生の教育向上及び厚生補導に努められたほか，医
学部予算委員会委員長，総務委員会委員，入学試
験委員会委員，留年対策委員会委員，施設委員会
委員，研究科委員会運営委員会委員など多数の各

種委員会委員を歴任されるとともに，昭和55年か
ら定年退職直前までの長きにわたり，学校法人愛
知医科大学の評議員・理事として本学の発展に寄
与されました。
　更に，永年にわたる生理学の教育・研究では，
血液の線維素溶解現象研究のパイオニアとして世
界に先駆けた報告事例を有し，宇宙医学分野での
独創的な研究や，血栓症の予防方法を精力的に発
表されるなど，基礎医学者として高齢化社会に貢
献する多くの業績を残されています。加えて，血
栓止血学の研究において指導的役割を果たされる
とともに，数多くの学会にて評議員や理事を努め
られたことで，我が国における生理学の向上，発
展に多大な貢献をされました。
　ここに追悼の意を表し，謹んでご冥福をお祈り
致します。

訃　報
藤井三郎主任（総合医学研究機構動物実験部門）御逝去 

訃　報
椙江勇名誉教授御逝去 
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　愛知医科大学は，開学以来

49年目を迎えた現在4,318人

の医学部卒業生と1,788人の

看護学部卒業生が，医学，医療

の第一線で活躍しております。

　本学では，医学の目覚まし

い発展に即応した教育，研究，

診療活動を展開するため，特

色ある大学として21世紀における更なる発展を期し

て各種の事業の充実や施設・設備の整備及び拡充を

図ってきました。

　しかしながら，少子高齢化の進展，医療制度の改革，

医学・医療技術の飛躍的な進歩等の環境変化が急速

に進み，本学の教育・研究・診療のハード・ソフトにわ

たる最新鋭化が絶えず求められています。その財政

基盤の一層の強化・安定化を図るため，募金へのご理

解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

①　募金目的　　��教育・研究・診療に係る基盤整備のため

②　募金口数　　��個　　　人：一口　10,000円

　　　　　　　　法人・団体：一口　50,000円

③　免税の取り扱い　個　　　人：��税額控除制度・所得控除

制度のいずれかを選択

　　　　　　　　法人・団体：��受配者指定寄付金制

度など

＜書面によるお申込み＞

　寄付申込書をご記入の上，愛知医科大学　資金・

出納室までご送付頂き，別途お振込みなどをお願い

致します。

　書類等は本学HP「教育・研究・診療の基盤整備

事業募金」https://www.aichi-med-u.ac.jp/su01/

su0109/をご覧頂きダウンロードして頂くか，「愛知

医科大学　資金・出納室」（0561-63-1062）までご連

絡ください。

＜インターネットによるお申込み＞

　本学HPからお申込み頂くことができます。また，

次のようなお支払いができます。

◆クレジットカード

◆コンビニ

◆ネットバンク（ペイジー）

募金要項

寄付の方法

教育・研究・診療の基盤整備のため募金へのご協力をお願いします

学校法人 愛知医科大学

理事長　祖父江 元

お 問 い 合 わ せ

学校法人愛知医科大学　法人本部　資金・出納室
電話 0561-63-1062
E-mail: sikin@aichi-med-u.ac.jp

ホームページ
https://www.aichi-med-u.ac.jp/su01/su0109/
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　令和２年度愛知医科大学医学

部父兄後援会・父兄互助会定期

総会は，新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため，紙面によ

る持ち回りでの審議が実施さ

れ，新会長に磯部和男氏【写真】

が選出されました。

　報告事項として，父兄後援会・父兄互助会の令和

元年度事業及び決算について報告されるとともに，

審議事項としては，磯部新会長を始めとする総勢19

名の令和２年度の新役員が選出され，令和２年度事

業計画案及び予算案について原案どおり承認されま

した。

　総会終了後に例年開催されている４～６学年次生

のご父兄を対象とした国試懇談会についても，今年

度の開催を見送ることになりました。

　なお，学報掲載にあたり磯部新会長から「この１

年間役員，父兄後援会の役割を十分に発揮できるよ

う邁進する所存です。今後とも本会へのご支援，ご

鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。」とのあい

さつがありました。

　令和２年５月23日（土）に看

護学部棟Ｎ102実習室において，

令和２年度看護学部父母会定期

総会が開催されました。今年度

の定期総会は，新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため，例

年とは異なり，事前に会員の皆さまに議件及び報告

事項を郵送にて連絡し，議決権行使書の返送を以て

意思表明と意見聴取を行い，当日は，会長及び副会

長の出席により開催することとしました。

　本会においては，黒野俊介会長から，令和元年度

の事業報告及び決算報告，令和２年度予算（案），

令和２年度新役員（案）等について説明がなされ，

議決権行使書による確認を行い，原案のとおり承認

されました。これにより，令和２年度看護学部父母

会の新会長として，松下尋氏【写真】（４学年次生

父母）が選出されました。

　また，例年，定期総会に引き続き開催されており

ました父母と大学教員との「学年別懇談会」につい

ても，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，誠

に残念ながら今年度の開催を見送ることと致しまし

た。「学年別懇談会」は，父母と大学の双方が大学

及びご家庭での学生さんの現状を共有し，より良い

学生生活を送るための環境づくりのためにとても重

要と考えており，可能な限り早期に開催できる環境

が整うことを切に願います。

令和２年度看護学部父母会定期総会開催

新会長に松下　尋氏を選出

令和２年度医学部父兄後援会定期総会開催

新会長に磯部和男氏を選出 
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　本学では，教育・研究を広く社会に開放し，地域

社会の教育・文化向上に寄与することを目的として，

公開講座を毎年開催しております。

　今年度の公開講座につきましては，新型コロナウ

イルス感染拡大に伴い，開催を一部中止としました

のでお知らせします。

【開催中止講座】

●　愛知医科大学公開講座� ●　愛知医科大学公開講座（長久手市連携事業）

●　市民大学公開講演会（名古屋市教育委員会共催）� ●　愛知医科大学公開講座（瀬戸市連携事業）

　令和２年６月11日（木）に，科学研究費助成事業

（科学研究費補助金，学術研究助成基金助成金）の

執行方法等の説明が授業支援システムAIDLE-Kを

利用した動画配信によって実施されました。

　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う感

染防止の観点から，例年，講義室において対面で行

う説明会に替えて動画配信としており，今年度に科

研費の補助事業者となっている研究代表者及び研究

分担者を対象に，採択された科研費の制度に関する

理解の向上と適正な執行を確保し，不正防止等の徹

底を図ることを目的としています。

　本動画は，年間のスケジュール，補助金制度と基

金制度の相違点，ルール改正，学内執行ルール及び

補助事業遂行に当たっての留意点等や，最近の研究

費不正使用に関する事例紹介などを行い，聴取する

研究者等に対して不正使用防止に向けた注意喚起を

行う内容となっています。

　また，本動画を聴取された教職員148名から内容

等に関するアンケート調査に回答して頂きました。

動画による説明は初めての試みでしたが，これらの

結果を基に，今後の説明会開催形式を改善し，説明

内容等をより向上させていきます。

科学研究費助成事業執行方法等の説明動画を配信 

　令和２年６月18日（木）大学本館１階南側ロビー

において，愛知県赤十字血液センター主催の本学職

員等による団体献血が実施され，職員を始め多くの

方にご協力頂きました。

　せっかく献血をお申し出頂いたのに体調によりご

協力頂けなかった方々は，ご自愛頂き，次回の献血

の際には是非ご協力くださるようお願いします。

　次回は令和３年１月頃に予定していますので，ご

協力よろしくお願いします。

　献血ご協力ありがとうございました

・54名
・45名
　（400ml・43名）
・９名

・献血受付数
・献血できた方

・献血できなかった方

夏の団体献血

令和２年度愛知医科大学公開講座に関するお知らせ
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　例年４月に実施される新規採用職員研修では，ビ

ジネスマナーや本学についての基礎知識を事務職

員・看護職員・医療職員が合同で受講していました

が，今年度については，新型コロナウイルス感染症

拡大を防止する観点から，合同研修を全て中止し，

ホームページ上で資料を閲覧し，アンケートに回答

する方法で研修が実施されました。

　令和２年度新規採用事務職員を対象に，令和２年

４月１日（水）から３日（金）及び６日（月）まで

実施された事務職員研修では，本学の施設見学やコ

ミュニケーションワークを通じて同期同士の仲を深

めるとともに，電話対応や文書事務，経理システム

など業務遂行に必要なスキルを学びました。また，

内定期間中からグループで取り組んだ「本学及び本

院の特徴は？」，「あなたは本学の職員として，どの

ような大学及び病院にしていきたいですか？」とい

う課題に対する発表が管理職者の前で行われまし

た。

　また，令和２年４月10日（金）から６月26日（金）

にかけて行われた新規採用事務職員向けの事務組織

研修では，各部署の先輩職員が講師として自部署に

ついての解説を行い，新規採用事務職員は，今後関

わる事務組織を詳しく学ぶことができました。

　研修受講後のアンケートでは，「本学の組織とし

ての大きさを実感した。」，「大学，病院の各部門で

様々な部署があり，本当に多くの職員が働いている

ことを実感した。」などの感想がありました。

令和２年度新規採用事務職員研修実施 

研修風景

　令和２年６月17日（水）から，運動療育センター

の若林淑子事務長を講師として，医療関係者を始め

とした全教職員が抱える心の負担を軽減することを

目的に，ゆったりとした呼吸法によってリラックス

することで心が安定し，集中力・生産性の向上に繋

がるマインドフルネスをテーマとした研修動画が，

新型コロナウイルス感染症の拡大に関連し，オンラ

インによって配信されました。

　研修動画では，マインドフルネス瞑想に関する講

義と，呼吸法の実践指導を行い，集中力アップやス

トレスコントロールのスキルを習得する内容が収録

されました。

　動画視聴後のアンケートでは，「慢性的な疲労感

が軽減した。」，「就寝前に実践しているが，深い眠

りが得られていると感じる。」，「コロナ禍で公私と

もに疲弊しきっていたため，その効果も高まった実

感がある。」，「心を落ち着かせることができ，集中

力が増加した。」などの感想がありました。

令和２年度全教職員SD「マインドフルネス研修」動画の配信 
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　令和２年６月24日（水）午後３時から５時まで大
学本館701会議室において，事務部門の令和元年度
新規採用事務職員７名を対象に，配属後１年を一つ
の区切りとしたフォロー研修が実施されました。
　本研修では，これまで数々の研修において受講者
としての立場でしか経験したことがない入職２年目
となる自身が講師として初めて演台に立ち，プレゼ
ンテーション発表を行うという形式で行われまし
た。令和２年１月に「令和２年度入職の新規採用事
務職員に対し，２年目の先輩として伝えたいこと，
教えてあげたいことを発表する。」という課題が通
知され，発表日まで約５か月の準備期間が設けられ
ました。
　研修当日は，令和２年度新規採用事務職員，各部
署における上長及び先輩職員など約20名が聴講する
中，各自準備したスライドを用いて発表されました。
上司や後輩職員に注目される中，全体が緊張した雰
囲気でスタートしたものの，プレゼンテーションで
は，各自が自身の仕事を紹介し，１年の振り返りに

ついて，自信を持って発表することができました。
　受講者からは，「自分の１年間を振り返ることで
これからの１年の課題を見つけることができた。」，
「プレゼンテーションの練習をする中で，資料の作
成方法や人に分かりやすく伝える話し方などについ
て学ぶことができた。今後の業務に活かしていきた
い。」などの感想がありました。

令和元年度新規採用事務職員１年フォロー研修実施 

入職２年目の皆さん

　令和２年７月31日（金）午後３時から４時まで，
新型コロナウイルス感染症の拡大防止に留意し，大
学本館たちばなホールにおいて，怒りとうまく付き
合うための心理トレーニングである「アンガーマネ
ジメント」をテーマとして，「怒り」を正しく理解し，
コントロールする方法を学ぶ事務系管理職SD研修
が実施されました。【写真】
　研修では，一般社団法人日本アンガーマネジメン
ト協会の森有紀子アンガーマネジメントハラスメン
ト防止アドバイザーを講師にお招きし，アンガーマ
ネジメントの理解を通じて，日常における自身の感
情の動きを振り返り，怒りの要因等を冷静に分析す
ることで，怒りの抑制を習慣化し，職場における円
滑なコミュニケーションの実践に繋げるだけでな
く，ストレスの軽減・指導の質の向上などに繋がる
内容をお話し頂きました。

　研修後に行ったアンケートでは，「自身の日々の
振り返りができる良い機会となった。」，「これまで
の研修では，『怒るな，叱れ。』と言われてきたが，
怒ることを否定されず，コントロールすることにつ
いて教えて頂いたことが新鮮だった。」などの感想
がありました。

令和２年度事務系管理職SD「アンガーマネジメント研修」実施 
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　令和２年７月１日（水）午後１時30分から午後３

時30分まで，看護学部棟Ｎ102実習室において，愛

知県立長久手高等学校との高大連携事業「医療看護

探究Ｃ」の授業の一環として，社会福祉法人長久手

市社会福祉協議会，キャラバン・メイト及び長久手

市役所長寿課のご協力の下，「認知症サポーター養

成講座」が開催されました。

　当日は，「医療看護探究コース」の第２学年14名，

第３学年14名の計28名が参加し，認知症についての

講義，認知症の方への対応方法についてのDVD視

聴やキャラバン・メイトによる寸劇鑑賞を通して，

グループ討議後に認知症の方への対応方法について

の発表が行われました。最後にキャラバン・メイト

の演じる認知症の方への声掛け体験が行われ，講座

は盛況のうち終了となりました。

　高校生からは「認知症の方だからといって何もで

きないわけではない。」，「手助けがあれば健康な方

と同じように生活できる。」，「認知症の方の気持ち

を考えた接し方や環境作りをしていきたい。」など

の感想があり，認知症の方への理解を深め，接し方

の基本について考える講座となりました。

　総合学術情報センター（図書館部門）では，愛知

県立長久手高等学校と愛知医科大学との高大連携の

一環として，令和元年度から長久手高等学校の生徒

及び教職員の学習のために各種サービスを提供して

います。

　医学・看護学の専門書の閲覧及び貸出，閲覧席や

グループ学習室の利用，館内の利用者端末から医療

系データベースの検索や電子ブック，電子ジャーナ

ルの閲覧ができます。

　令和２年７月22日（水）には，医療看護コースの

２学年次の生徒14名を対象に，司書による図書館利

用ガイダンス，図書館ツアーを実施し，基本的な資

料の探し方や施設の利用方法などの説明が行われま

した。今後，学習の場として図書館を積極的に活用

して頂きたいと思います。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止による利用時

間変更等の詳細については，総合学術情報センター

（図書館部門）までお問合せください。

【高大連携事業】
認知症サポーター養成講座開催 

認知症の方への対応方法を学ぶ高校生

【高大連携事業】
総合学術情報センター図書館の利用
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　総合学術情報センター（図書館部門）において，

令和２年６月及び７月の５日間に図書館利用講習会

が開催され，全日程で教職員25名の参加がありました。

　UpToDate入門オンラインセミナーでは，提供業

者であるウォルターズ・クルワーのトレーナーを講

師に迎え，臨床意思決定支援リソースUpToDateの

基本的な使い方・機能について，トピックス編集プ

ロセスについて，最新情報，モバイルアプリ等の

知っておくと便利な機能についての説明があり，質

疑応答が行われました。

　新Refworks入門オンラインセミナーでは，提供

業者である株式会社サンメディアの伊藤ミナミ氏を

講師に迎え，新Refworksの概要，現行のRefworks

から新Refworksへの移行，アカウント作成につい

ての説明があり，質疑応答が行われました。

　今後も，図書館利用講習会を開催していく予定です。

総合学術情報センター図書館利用講習会
（オンラインセミナー）実施 

＜開催内容＞

日　時 セミナー名

６/24（水），７/８（水），

７/14（火），７/22（水）
午後６時30分～午後７時 30分で分かる！UpToDate入門オンラインセミナー

７/７（火） 午後４時30分～午後５時 30分で分かる！新Refworks入門オンラインセミナー



－　19　－

　この度，令和２年７月１日付で医学教育センター
の教授，８月１日付で医学教育センターのセンター
長を拝命致しました。
　私は本学医学部を平成９年に卒業し，以後約20年
間循環器内科医として勤務してきましたが，平成29
年１月に医学教育センターに異動となり，主に卒前
教育の管轄を任されるようになりました。医学教育
は私にとって当然新しい分野であり，この数年間は
手探りのなか進めてきました。令和元年９月には，
日本医学教育評価機構（JACME）による医学教育
分野別評価の受審が終了しました。今後は，分野別
評価において指摘されたことを毎年改善しながら，
特色のある医学教育ができるよう，カリキュラムの
改革を始め，教育を充実させていきたいと思います。

「良い教育のある組織には人が集まる。」と言われ，
教育無くして組織の活性化・発展は無いと思います。
医療界のみならず社会情勢は変化していますので，
社会のニーズに応えられる医師を育成・輩出できる
よう微力ながら尽力させて頂く所存です。

　前述のとおり，卒後20年近くは循環器内科医とし
て従事してきました。この間，７年半の米国留学も
経験し，自分は循環器内科医として生涯働くものと
思っていました。平成28年９月頃に当時の三宅養三

理事長，岡田尚志郎医学部長，今井裕一医学教育セ
ンター長から，本学の医学教育センターをお願いし
たいというお話を頂いたのが，医学教育の道を選択
したきっかけです。卒後，約20年経過し改めて学内
を見渡すと，学内に残る同期や先輩は多くなく，「こ
うやって声を掛けて頂いたのも，めぐり合わせか。」
と思い，また，「医学教育は卒業生が頑張らないと
変わらない。」と多くの先生から背中を押して頂き
ました。最後は，「自分を必要とする部署で頑張ろ
う。」という気持ちで決断しました。
　医学教育という新しい領域では，臨床で多くの診
療科の先生と症例を通してコミュニケーションを取
ってきたことが助けになっています。苦労も多いで
すが，循環器内科医としてのみ仕事をしていたら気
づかなかったことが沢山あり，この選択は医師とし
ても更に成長できる機会であると改めて思います。

　学生の皆さんは，自分の将来をどのように考えて
いるでしょうか？
　私は，学生の頃から循環器に興味があり，循環器
内科に入局しました。今振り返ると学生時代も含め，
複数の恩師やロールモデルが存在し，ターニングポ
イントの際にはよく相談に乗って頂きました。彼ら
の多くは，たとえ分野が異なってもプロフェッショ
ナルであり，一流の意識を持っており，それが，自
分自身を成長させてくれたと思います。皆さんも授
業・実習を通して，多くの教員とコミュニケーショ
ンを取り，ロー
ルモデルや相談
できる教員を見
つけられると良
いと思います。
皆さんの将来を
含め，広く相談
に乗っていきた
いと思いますの
で，気軽に医学
教育センターに
来て頂ければと
思います。

― 教授就任に当たっての
抱負を聞かせてください。 ―

― 現在の研究分野に進まれた
きっかけを教えてください。 ―

― 学生へのメッセージをお願いします。 ―

医学教育センター・教授

早
わ

稲
せ

田
だ

　勝
かつ

久
ひさ

教授就任インタビュー教授就任インタビュー

海外学会参加の際に留学時代のボスと

オフショット
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　愛知医科大学医学部では，カリキュラム及び教育

内容について，学内での議論を進めながら教育改善

に取り組んでいますが，教育レベルをより一層アッ

プさせるために，国際基準に適合した教育内容全般

の評価を受けることが必要不可欠であり，令和元年

度に日本医学教育評価機構（JACME）による医学

教育分野別評価を受審しました。

　その結果，世界医学教育連盟のグローバル・スタ

ンダードを踏まえた評価基準に適合していることが

認定されました。認定期間は７年間（2020年６月１

日から2027年５月31日まで）です。

　特に，「４～６学年次生の専用自習スペースが整

備され，活用されていること」，「屋根瓦形式の診療

参加型臨床実習の実践」などは，高い評価を受けま

した。更に，「海外教育機関との交流」，「学生の学

修意欲を刺激する問題基盤型グループ学修など多様

な教育方法の推進」，「生涯学習につながる，１～４

学年次におけるプロフェッショナ

リズム教育」など，本学のこれま

での取り組みが評価されました。

　本学医学部では，今回のJACME

による評価結果を踏まえて，引き

続き教育プログラムの充実を図り，時代が求める良

医の育成に取り組んで参ります。

　令和２年度の医学部解剖慰霊祭は，新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大状況を踏まえた国の方針を

受け，感染のリスクを減らすための措置を講じた上

で，大学関係者のみが参加する規模縮小形式で令和

２年５月11日（月）覚王山日泰寺において，厳かに

執り行われました。本学からは，若槻明彦医学部長，

解剖学講座の内藤宗和教授を始めとする関係教職員

６名が参列しました。

　今年度の慰霊祭では，平成31年４月から系統解剖

と病理解剖にご遺体を供せられた78柱の御霊を新た

に合祀し，総数5,174柱の御霊に対し，法要が営ま

れました。午後２時から導師の入堂により祭儀が始

まり，若槻医学部長が慰霊の辞を述べ，御霊に深い

感謝と尊崇の念を捧げました。

　この後，広い本堂に僧侶の読経が響きわたる中，

若槻医学部長始め参列者一人ひとりが焼香して献体

者のご冥福を祈り，つつがなく慰霊祭が終了しました。

医学教育分野別評価の受審結果

認定マーク

認定証（日本語版） 認定証（英語版）

令和２年度医学部解剖慰霊祭挙行

慰霊の辞を述べる若槻医学部長
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　令和２年７月21日（火），22日（水），27日（月）

の３日間，２学年次の授業科目「外来案内実習」（患

者さんエスコート実習）が行われ，２学年次生113

名が参加しました。

　この実習は，医学生として患者さんの診察受付か

ら会計，薬の受け渡しまで同行し，患者さんの視点

から本院における医療の実態を知ることで，医療が

どうあるべきか，医療従事者とはどのようにあるべ

きかを自分自身に問いかけることを目的としていま

す。今年は，新型コロナウイルス感染症による影響

で，各実習日の参加学生数を３分の２とし，更に各

学生のマスク着用，消毒用アルコールを持参するな

ど，感染対策を十分に行って実施されました。

　実習初日，本院オアシスホールに集合した学生は，

科目責任者である衛生学講座の鈴木孝太教授を始

め，関係教員の指導の下，まずは来院患者さんに付

き添いの承諾を得ることから実習を開始しました。

学生の多くは，緊張した面持ちで声をかけていまし

たが，診察などを待つ時間に患者さんとのコミュニ

ケーションを図り，患者さんから「家族の車イスを

押してもらい助かった。」，「医学生と交流を持てた

ことが貴重な経験となった。」などの感謝のお言葉

やお褒めの言葉を頂きました。また，学生も患者さ

ん一人ひとりと向き合うことの大切さを実感したよ

うです。

　今後も，患者さんの声を含め，関係部署の方のご

意見を基に改善しつつ，この実習を継続し，患者さ

んの立場に立てる良き医師の育成に努めていきま

す。

◆第115回医師国家試験

　・試 験 日　令和３年２月６日（土）・７日（日）

　・合格発表　令和３年３月16日（火）

◆第110回看護師国家試験

　・試 験 日　令和３年２月14日（日）

　・合格発表　令和３年３月26日（金）

◆第107回保健師国家試験

　・試 験 日　令和３年２月12日（金）

　・合格発表　令和３年３月26日（金）

医学部２学年次外来案内実習実施

患者さんとコミュニケーションを図る学生

国家試験日程のお知らせ
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　令和２年７月２日（木）午前11時から，「令和２
年度看護学部キャンドルセレモニー（宣誓式）」が
２学年次生を対象に挙行されました。今年度は，新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため，学生のみ
の出席とし，座席の間隔を空けて着席するために四
つの会場（看護学部棟N102実習室，N301講義室，
N302講義室，N306実習室）に分け，Zoomを利用し
ての開催となりました。
　始めに，祖父江元�学長から，「患者さんは，色々
な背景を背負って病気と闘っており，全身で病気を
訴えてきます。病気を読み解く上での重要なヒント
が隠れていることも多いため，カルテの内容のみを
みるのではなく，必ず現場に行って患者さんをよく
みることが大切です。」，また，明治時代に海軍軍医
であり，イギリスでの留学時にナイチンゲールの看
護学に感銘を受けた高木兼寛氏の“病気をみずして
病人をみよ”，“医師と看護師は車の両輪のごとし”
の言葉を紹介され，「ぜひ良い実習を経験して頑張っ
てください。」と式辞を述べられました。
　続いて，坂本真理子看護学部長から，「皆さんは
これから，実際の患者さんに関わりを持ち，看護を
本格的に進化させていく段階に入っていきます。皆
さんの学びは，多くの方々や幾層もの支援，サポー
ト体制の上に成り立っています。かけがえのない時
間を共有してくださる皆さんを尊敬し，その努力に
報いることができるよう精一杯の努力と準備をして
学修に臨んでください。また，常に万全の体調で患
者さんに向かい，実習に臨めるよう自らの健康をコ
ントロールし，改善することができるヘルスプロ

モーションを実践できるよう心がけてください。」，
最後に，本学部創設者の馬場昌子先生の言葉で“看
護は生涯をかけた未知の世界への感動的な挑戦で
あった”を紹介され，「奥深い看護道を皆さんととも
に進んでいきたいと思います。」とのメッセージを
頂きました。
　その後，リレー方式で各部屋の代表者が「学生宣
誓」を行い，同様にキャンドルセレモニー実行委員
の学生が「誓いの言葉」を述べてキャンドルセレモ
ニーを終了しました。
　キャンドルセレモニー後の学生アンケートでは，
「看護学を学ぶ者としての協調性，責任感を持つこ
とができ，また，決意を新たにできた。」との回答
が多く得られ，『看護学専門科目を本格的に学ぶ前
に，自覚と責任を持つとともに協調性を育み，将来
看護専門職者となるための決意を新たにする。』と
いうキャンドルセレモニー（宣誓式）の趣旨が十分
に理解されたセレモニーとなりました。

令和２年度看護学部キャンドルセレモニー挙行 

Zoomを利用したセレモニーの様子

出席者による集合写真
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　令和２年６月25日（木）午後２時40分から，３学

年次生を対象に，「進路支援講座」が開催されました。

今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

めに遠隔講義形式で実施し，学生は自宅において受

講することとなりました。

　始めに，佐々木裕子学生委員会委員長及び委員の

先生から本講座の趣旨等が述べられ，次いでナース

専科就職ナビ及び株式会社インプレッションズの方

を講師に迎え，厳しくなりつつある看護職を取り巻

く現在の環境とそのような中でも就職活動に打ち

勝っていくために必要なマナーや心構え，面接時の

印象管理，医療現場でのわきまえや意思を伝える方

法などを含めて詳しく説明して頂きました。また，

今後も採用試験において実施が予想される「Web

面接」のための事前準備と注意点についても分かり

やすく説明して頂きました。

　次第に早期化，短期化している採用試験に臨む学

生にとって，十分な心構えと対策をとるための貴重

な講座となりました。

　令和２年６月26日（金）午後２時40分から，看護

学部２学年次生を対象に，医療現場に相応しい好印

象を与える身だしなみを学ぶための「メイク対策講

習会」が開催されました。

　講師には，株式会社POLAのビューティーアドバ

イザーの方を迎えて，男性用と女性用の講座に分け，

女性のための講座をＣ病棟２階C201講義室で行い，

男性のための講座をＣ病棟２階C202講義室におい

て，それぞれZoomを用いて行われました。女性向

け講座では，洗顔から保湿，下地，メイクに至るま

で，流行りのメイク方法を交えて実際にメイクの様

子や手元をスクリーンに映しながら視覚的にとても

分かりやすい内容でした。メイク方法は，濃くなく，

清潔感を出して，まわりに好感を持たれる「魅力発

揮メイク」について説明頂きました。男性向け講座

では，清潔感溢れるスキンケアを中心とした講座が

開催されました。

　基礎看護学実習に向けて，また将来，看護職者と

して働く学生にとって，有意義な講習会となりまし

た。

　大学院医学研究科では，学生

の研究活動の活性化を図るため，

学生が顕著な業績を挙げた場合

等の表彰制度を設けています。

　この度，内科学講座（肝胆膵

内科）の米田政志教授から，令和元年度に修了した

坂本和賢氏【写真】（臨床医学系内科学専攻）の学

位論文について推薦があり，選考した結果，「優秀

論文賞」として表彰されることとなりました。

　坂本氏の論文の研究対象であるＢ型肝炎ウイルス

（HBV）の再活性化は，一度発症すると重篤な急性

肝不全を引き起こし，死に至る可能性があります。

今回の研究では，新たにHBV再活性化に関連する

遺伝子変異を見つけることに成功しました。この発

見は，今後HBVの再活性化発生のメカニズムの解

明と疾患制御のために有益と考えられ，非常に評価

の高い雑誌（The�Journal�of� Infectious�Diseases）

に掲載されました。

　今後も，表彰される学生が続くことを期待します。

看護学部進路支援講座の実施

看護学部メイク対策講習会開催

大学院医学研究科学生表彰（優秀論文賞）
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　本院に令和２年７月１日付けで，「パーキンソン
病総合治療センター」が設置されました。
　代表的神経疾患であるパーキンソン病は，治療方
法の確立したほぼ唯一の神経難病であり，神経系指
定難病の中では患者数が最も多く，高齢化に伴い更
に急速に増加しています。
　この疾患治療の主体は薬物療法であり，これまで
に数多くの有用な薬剤が開発されていますが，その
進歩は新たな作用機序の薬剤開発に止まらず，デバ
イス開発，iPS細胞移植による再生医療にまで手が
届きつつあります。

　このように，日々高度に進化し，複雑多岐化する
パーキンソン病の内科的及び外科的治療を，神経内
科専門医及び脳神経外科専門医が中心となって統括
するパーキンソン病総合治療センターは，今後益々
その重要性が期待されています。本センターは，関
連診療科と連携して，高度かつ最新・最良の患者個
別的治療を継続的に提供できる診療体制の構築を図
り，本院を愛知県下・東海地域におけるパーキンソ
ン病治療の拠点施設へと発展させるものと期待され
ております。

　令和２年７月14日（火）午後１時から本院看護部
管理室において，令和２年度看護学部臨床教授等の
称号授与が行われました。今年度は，臨床教授３名，
臨床准教授４名，臨床講師５名が選考され，坂本真
理子看護学部長から辞令が交付されました。
　看護学部では，臨床教育の指導体制の充実を図る
ことを目的とし，平成18年４月から臨床教授制を導
入しています。本制度は，豊富な臨地実習の指導経
験と優れた看護実践能力及び教育能力を持つ看護職
員に臨床教授等の称号を授与し，学生の指導を行っ
て頂いております。学生にとっては，丁寧な実習指
導が受けられることはもちろんのこと，将来目指す
看護師像が明確となる機会になっています。

　看護学部では，今後も本院看護部と連携・協働し，
豊かな人間性と確かな看護実践能力を備えた看護職
者の育成を進めて参ります。

　オープンホスピタルは，過去２回の実施において
1,000人以上の方々にご来場頂き，大盛況なイベン
トとなっています。今年度も，開催に向けて計画し
ておりましたが，現在の新型コロナウイルス感染症
による情勢を鑑み，今年度の開催を中止とすること
が決定されました。

　オープンホスピタルを楽しみにしてくださる方々
には申し訳ありませんが，ご理解ご協力頂きますよ
うお願い致します。
　来年度以降，開催が可能な情勢に落ち着きました
ら，改めてご案内をさせて頂きます。

大学病院　～新センターのご紹介～
　パーキンソン病総合治療センター　 パーキンソン病総合治療センター・教授（特任）　齋木　英資

令和２年度看護学部臨床教授等の称号授与 

称号授与者との記念撮影

令和２年度オープンホスピタルの中止 
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　愛知医科大学は，危険物関係法令の遵守はもとよ
り，危険物の保安に関する行政の推進に協力し，国
民生活の安全確保に顕著な功績があった事業所とし
て，このたび令和２年度優良危険物関係事業所総務
省消防庁長官表彰を受賞しました。【写真】これは長
久手市危険物安全協会からの選出を受け，本学にお
ける危険物の安全管理及び自主保安体制の充実・強
化に努めていることが高く評価されたものです。
　この賞は，自主的かつ積極的に危険物の安全管理
の推進に努めるとともに，危険物の保安に関する行
政の推進に協力し，国民生活の安全の維持に顕著な
功績があった危険物関係事業所を消防庁長官が表彰
することにより，危険物関係事業所における自主保
安体制の確立と消防行政の円滑な推進に資すること
を目的としています。
　今後も，活動を継続し危険物の安全管理及び自主
保安体制の充実・強化に努めていきたいと思います。

　愛知医大サービス株式会社では事業の一つとして，
大学・病院内にてサービス施設を運営しています。
　病院内には，外来レストラン「シトラス・たちば
な」，喫茶店「カフェ・ド・クリエ」，売店「セブン
-イレブン」，理美容店「モモタロー」，医療売店・
福祉用具「アルフレッサメディカルサービス」，「ヤ
ガミホームヘルスセンター」があります。大学内に
は，学生レストラン「オレンジ」，書籍店「丸善」
があります。そして，立石プラザ（アメニティ棟）
内にはフードコートとして「スガキヤ」,「CoCo壱
番屋」があります。
　今回は，その中の外来レストラン「シトラス・た
ちばな」と喫茶店「カフェ・ド・クリエ」をご紹介
します。なお，現在新型コロナの影響で営業時間を
短縮しています。詳細は，ホームページにてご確認
ください。<http://aichi-idai-service.com/>

◎　外来レストラン「シトラス・たちばな」
　ダイニングカフェで和洋食，デザート等のメ
ニューを豊富に取り揃えており，出来立ての料理は
とても美味しいです。特に，日替わりランチは大人
気です。
営業時間：平　　　日　７：30 ～ 18：00
　　　　　土日・祝日　10：00 ～ 17：00

◎　喫茶店「カフェ・ド・クリエ」
　店内での飲食とテイクアウトができ，毎日多くの
お客様で賑わっています。中でもモーニングセット
は大好評です。
営業時間：平　　　日　７：00 ～ 21：00
　　　　　土日・祝日　８：00 ～ 19：00

　是非一度，ご賞味ください。

令和２年度優良危険物関係事業所
総務省消防庁長官表彰　受賞

愛知医大サービス株式会社　テナント紹介

シトラス・たちばな カフェ・ド・クリエ
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◆大学院医学研究科

前仲　亮宏
学位授与番号　甲第572号
学位授与年月日　令和２年７月９日
論文題目：「Interferon-γ-induced�
HLA� Class � I I � express ion� on�

endothelial� cells� is� decreased� by� inhibition� of�
mTOR�and�HMG-CoA�reductase（内皮細胞におけ
るインターフェロンガンマ誘導性HLA-classII発現
はmTORとHMG-CoA還元酵素阻害で減少する）」

波柴　尉充
学位授与番号　乙第404号
学位授与年月日　令和２年７月９日
論文題目：「Neutrophil�extracellular�
traps�in�patients�with�sepsis（敗血

症患者の好中球細胞外トラップ�(NETs)）」

宮本　敢右
学位授与番号　乙第405号
学位授与年月日　令和２年７月９日
論文題目：「Analysis�of� factors� for�
post–percutaneous� transluminal�

angioplasty�primary�patency�rate� in�hemodialysis�
vascular�access（血液透析患者における経皮的血管
形成術後の一次開存率に関する因子の検討）」

○公益財団法人三島海雲記念財団
　学術研究奨励（個人研究奨励金）
●氏　　名　加塩麻紀子（生理学講座・講師）
研究題目　膵島概日リズム異常の是正を目指し

た新規糖尿病治療戦略の探索
助成金額　1,000,000円

○公益信託第24回日本医学会総会記念医学振興基金
　研究助成
●氏　　名　加塩麻紀子（生理学講座・講師）
研究題目　TRPM2/SIRT1機能連関を介した代

謝制御機構の解明
助成金額　1,000,000円

●氏　　名　山村彩（生理学講座・講師）
研究題目　肺動脈性肺高血圧症に対するサイト

カイン受容体抗体薬の創製
助成金額　1,000,000円

○公益財団法人武田科学振興財団
　医学系研究助成（基礎）
●氏　　名　池上啓介（生理学講座・助教）
研究題目　高眼圧による視神経障害および眼房

水産生排出における概日リズム制御
の研究

助成金額　2,000,000円
●氏　　名　兵頭寿典（生化学講座・講師）
研究題目　安全性の高い新規ゲノム編集法，

Tandem�Paired�Nicking法のさらな
る改良と臨床応用を目指して

助成金額　2,000,000円

学　位　授　与

学　術　振　興

研究助成等採択者
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　愛知医科大学病院・高度救命救急センターは，救
急医療の最後の砦を守るため，24時間，365日，全
ての患者さんに高度で安全な医療を提供していま
す。広範囲熱傷や四肢切断，急性中毒などの特殊な
治療を要する患者さんへの救急医療を行う「高度救
命救急センター」を愛知県内で唯一展開しているほ
か，ドクターヘリの基地病院やプライマリケアセン
ターを擁し，地域救急医療の拠点施設になっていま
す。令和元年度の患者受け入れ件数は，救急車が
７千件（一日平均約19.2件），ドクターヘリが450件
（一日平均約1.2件）を超え，年々増加の傾向を示し
ています。
　ドクターヘリは，平成14年から全国で四番目の事
業として開始されています。単なる患者輸送のため

のシステムではなく，現場に医療チームを派遣し，
初期治療を開始するまでの時間の短縮を目的とし，
救命率の向上，後遺症軽減に役立っています。病院
前の現場から最先端の集中治療まで，シームレスで，
緻密で，時に大胆に，患者ファーストを常に考え，
高度な技術，知識，実行力を有する多数の専門医，
看護師，医療スタッフによるチーム医療を実践して
います。

高度救命救急センター

　精神看護学領域は，教員３名で構成しています。
令和２年４月で顔触れががらりと変わり，新たな
チームとして動き出したところです。
　当領域で担当する主な学部授業は，２・３学年次
生を対象とする「精神看護学概論」，「精神看護学援
助論」と地域施設や精神科病院で行う「精神看護学
実習」です。
　精神看護学は，精神障害をもつ人への援助だけで
はなく，人間関係を通して行う援助であらゆる領域
のこころの健康維持・増進に関わる看護学です。ケ
アの本質に関わる内容も多くありますが，その分，
目には見えにくい面があります。
　そのため，教育では具体的な事例から受講者自身
が考え，他者と意見を交わすことを通じて「精神“科”
看護」だけでなく，より幅広い「精神看護」の考え
方や援助方法を探究するプロセスを大切にしていま
す。COVID-19拡大によって，対面で伝え合い，ニュ
アンスや場の空気感を共有しながら考える授業・実
習展開に制約が生じる中，教材にも工夫を凝らして
います。また，研究や実践においては，各メンバー

のもつ多様な学問的・臨床的背景を活かし，様々な
角度から活動を行っています。

精神看護学

～大学・病院を支える笑顔豊かなスタッフ陣～
　Smile ～スマイル～　

　「Smile ～スマイル～」では，大学・病院で活躍する職員の笑顔にスポットライトを当てて，各部署における
活動内容や取組みなどについて紹介致します。

スタッフの集合写真

精神看護学領域メンバー

リアリティにこだわるpaper patient 教材作成場面
（患者モデルの撮影）
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【医学教育のグローバルスタンダードを目指して】
　古今東西，臨床の基本は，（1）病歴を詳細に聴取
することと，（2）頭から爪先まで全身をくまなく観
察すること，更に（3）患者さんから学ぶ姿勢です。
そこで，従来の血液・造血器学に加え，平成30年「臨
床実習入門（４学年次生）」を，本学全内科系教員
協力のもと始めました。小グループ実習を行い，
チューター役の教員が「熱く」指導しています。
チューター自身にとっても，内科医の基本に立ち返
る良い機会との声が聞かれます。今年度は新型コロ
ナウイルス感染症の影響で心配されましたが，関係
者の努力で，７月に無事対面での授業が実施できま
した。
　研修医・専修医教育に関しては，血液内科はもと
もと総合診療科的側面が大きく，高いレベルでの全
身管理や感染症の診断・治療技術を学修することに
なります。更に，研究マインドを錬成することで，
物事を俯瞰し広い視野で考える力が身につき，医師
としての成長のきっかけになると期待しています。
また，がんの診断から治療まで一貫して行える血液
内科は，がん診療の中心を担っており，がん薬物療
法専門医の取得においても血液内科研修が義務付け
られています。
【世界に発信する医学研究】
　私たちが大切にしているのは，臨床における疑問
（clinical�question）を研究に結び付ける意識です。
大学病院における医師の指命は，患者さんを丁寧に
診療しながら，高いレベルの臨床研究・基礎研究を
推進し，世界の生命科学の発展に貢献することにあ
ります。そのため，臓器横断的に全身を診る技術を
涵養すると同時に，科学的視点から疾患を徹底的に
分析する姿勢が大切です。特に血液内科は，臨床と
研究の垣根が低いため，分子標的薬や免疫療法，造
血幹細胞移植など，画期的な治療法の多くが，血液
内科に端を発しています。基礎研究の成果を第一に
臨床に応用できるのも，血液内科の特徴の一つです。

現在の主な研究課題（中心メンバー）を示します。
１．��造血幹細胞移植における機能的遺伝子多型解析
（水野，内野，堀尾）

２．��造血幹細胞移植の最適化（水野）
３．��血液がんにおける薬剤耐性機序の解明（髙杉，
金杉，水野，Vu�Quang，瀬戸，花村）

４．��血液疾患の診断・治療の最適化（中村，髙杉，
村上，内野，山本，松村，山田，中野）

５．��新規抗腫瘍分子標的薬の基礎・臨床研究（村上，
中村，髙杉）

６．��食物由来化合物による感染・腫瘍免疫の誘導（Vu�
Quang，仲上）

７.　遺伝性疾患ケアの最適化（大東）
【講座からの一言】
　病気や症状に苦しむ患者さんやご家族にとって，
大学病院は「最後の砦＝ラストホープ」です。その
中で，本診療科医師は，血液内科医として高度医療
を担いながら，総合内科医としての修錬を積み，内
科全般の診療経験も豊かです。また，本診療科及び
造血細胞移植センターは，薬剤師，検査技師など様々
なスタッフや他診療科と緊密に連携し，チーム医療
を実践しています。本診療科の患者さんは，長期間
入院することが多く，ご家族や看護師など医療ス
タッフを含めたチームとしての連帯感が生まれ，医
師としての達成感が得られやすい診療科と言えま
す。私たちは，患者さんの声に耳を傾け，心に寄り
添い，より信頼される診療科であるよう，これから
も真摯に取り組んで参ります。

「教育・研究 最 前 線」

内科学講座（血液内科）・教授　高見　昭良

全身を診る医師の養成と，臨床に直結した研究

多職種連携造血幹細胞移植 カンファレンスの様子
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【医学教育のグローバルスタンダードを目指して】

　グローバルスタンダードとは，取り立てて特殊な

勉強をすることや，どこか遠い国に留学することを

どうしても必要とするものではない。少なくとも臨

床研究においては，日々の臨床を積み重ね，症例を

蓄積し，自分が担当した症例に対して疑問に思った

点を文献で検索し，それでも分からないところは専

門家に尋ね，その繰り返しをひたすら継続していけ

ば，現在の日本の状況であればほとんどの分野でグ

ローバルスタンダードに到達するのは間違いない。

大事なのは事例を積み重ねることと，一事例ごとに

可能な限り丁寧に立ち止まり，自分ができるベスト

を尽くすことで，その繰り返しの中で，文献検索や

国内での専門家への質問で足りないところがもし自

覚されれば，海外の専門家との交流はその時に初め

て飛躍をもたらす可能性があると思われる。

　現在，当診療科における精神科的疾患の急性期の

診断・治療については，グローバルスタンダードと

比べ，特に遜色はないと考えている。しかしながら，

作業療法や訪問医療など精神科の慢性期治療に極め

て重要な治療資源においては欠けている部分があ

り，他の医療施設や福祉施設とのコラボによってこ

れを補っている状況である。

【世界に発信する医学研究】

　てんかんの精神医学的研究については，例年，英

文論文を複数発表しており，また，これまでに，中

国，インド，台湾，韓国，イランなどアジアの諸国

で教育講演を行い，国際てんかん連盟の精神科部門

の役員を務めるなど，世界に向けて研究・教育活動

を行っている。本学の主催にて，心因性非てんかん

性発作（USA，イギリス，韓国，中国，ニュージー

ランド，グルジア）（長崎），てんかんにおける抑う

つ状態（中国，USA，台湾，フランス，韓国）（名

古屋）の国際シンポジウムを行い，また，東京でて

んかんの精神科的側面の国際シンポジウム（イギリ

ス，USA，ウガンダ，グルジア，韓国，オースト

ラリア）も主催した。てんかんの精神医学的側面に

ついての教科書への寄稿も依頼され，多数を行って

いる。

【講座からの一言】

　日本の現状は，臨床的に事例を丁寧に積み重ねて

いけば，グローバルスタンダードに達するポテン

シャルのある状態だと考える。世界に向けての発信

は，地道に丁寧に臨床を積み重ねていけば後は，や

る気だけの状態のように，少なくとも精神科におい

てはそう思われる。

精神科学講座・教授　兼本　浩祐

日々の積み重ね，立ち止まり，継続の重要性

脳波検討会 症例発表の様子
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「社会連携推進室事務分掌について」 
の裁定等　　　　　　　　　　　

　法人本部に社会連携推進室を設置するため，次の

関係規則が整備されました。

　施行日はいずれも令和２年４月１日

【新規制定】

・�社会連携推進室事務分掌について（法人本部長・

事務局長裁定）

【一部改正】

・学校法人愛知医科大学事務組織規程

・�資金・出納室事務分掌について（法人本部長・事

務局長裁定）

・学校法人愛知医科大学文書規程

・学校法人愛知医科大学事務決裁規程

・�学校法人愛知医科大学エネルギーの使用の合理化

に関する規程

・学校法人愛知医科大学消防計画

医学部修学資金貸与規程の一部改正

　愛知医科大学医学部修学資金貸与規程の一部が改

正され，本院以外で行った専門医研修及び臨床研修

の期間も返還債務免除に必要な勤務期間に含めるこ

とができるようになりました。

　施行日は令和２年８月１日

大学院学則の一部改正等

　愛知医科大学大学院医学研究科における休学に伴

う学納金減免制度を整備するため，次の関係規則が

整備されました。

　施行日はいずれも令和３年４月１日

【一部改正】

・愛知医科大学大学院学則

・�愛知医科大学大学院医学研究科学生の学納金の減

免について（理事長裁定）

・大学院授業料の免除について（理事長裁定）

看護職員奨学金貸与規程の制定等

　本院に在籍している看護職員で，所定の研修等を

受講し，それに引き続き本院での業務に従事する者

に対して奨学金を貸与するため，次の関係規則が整

備されました。

　施行日はいずれも令和２年４月１日

【新規制定】

・愛知医科大学病院看護職員奨学金貸与規程

【廃止】

・愛知医科大学大学院学生奨学金貸与規程

規　　　則
　規則の制定・改廃情報をお知らせします。


